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～県立高校初回志願倍率発表、３月４日・５日高校入試～
３年生が本格的に受検シーズンを迎えました。私立や通信制の合格が決まっている生徒がいる一方で、大多数の生

徒が県立高校への入試にチャレンジします。最終進路決定面談が終わり、模擬テスト等で力試し、模擬面接と日々集

中して取り組んでいます。今年度から推薦入試が廃止され、新しく「特色選抜制度」が導入されました。

「特色選抜」においては、
(1) 中学校長の推薦によらず、生徒は本人の特性に応じて、自ら出願する。
(2) 「特色選抜」志願者は、「一般選抜」も同時に出願する。この場合、それぞれ異なる高等学校
へ出願もできる。

(3) 特色選抜の志願者も学力検査を受ける。
(4) 各高等学校は、「特色選抜入学者選抜基準」を明確して、生徒の志望校選択の資料とする。

小学校、中学校は同じような教科での授業でしたが、高校はより学科の特性を生かしたカリキュラム（時間割等）

になっています。１・２年生の皆さんも今から卒業後、どんなことをしたいのか、そのために何を学ぶのか等、しっ

かり考えておくことが大切です。３年になってからでは遅いことが多いのです。先輩の進路を応援するとともに、そ

の背中を見て、自分のこれからを考えていきましょう。
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～生徒教師が対話を通して
信頼し合い、ともに笑顔
と活気に満ちた学校～

生徒会役員引継ぎ
（1月28日）

高嶋会長から

照屋新生徒会長、
新役員体制へ！

新入生オリエン
テーション（２月４日）

第41期生の入学準備
始まる
241名が
参加しました


